
戦国期の高城氏の系譜  （「 」内は本土寺過去帳の記載） 

 

高城胤忠？  「輝叟玄楊 高城下野守 當地頭 天文十五年丙午四月（廿五日）」 

              上総武田氏の攻撃で生実を「逐電」(脱出）した人物か→小金を支配 

 

高城 胤吉  「傳昭玄心居士 高城下野守」 

文明 16 年（1484 年）？ - 永禄 8年 3月 12 日（1565 年 4 月 22 日） 

 

 

高城 胤辰   「關相玄酬居士 高城下野守 天正十壬午十二月」  

天文 6年（1537 年） - 天正 10 年 12 月 16 日（1583 年 1 月 9 日） 

 

 

高城 胤則  「玄白霊位 高城源二郎殿 慶長八癸卯八月伏見ニテ」 

元亀 2年（1571 年） - 慶長 8年 8月 17 日（1603 年 9月 22 日） 

 

小金城の東葛飾郡誌の図 

 

母は千葉介勝胤娘（月庵桂林尼） 

補足資料 


